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紀州の藩学と学問の興隆

時

　代

　区

　分

古墳時代

飛鳥・奈良・平安時代

鎌倉・室町時代

戦国・安土桃山時代

江戸時代

明治・大正・昭和（戦前）時代

昭和（戦後）・平成時代

旧石器・縄文・弥生時代

江戸時代紀州の藩学と学問の興隆

徳川頼宣と藩学
紀伊徳

とく

川
がわ

家の祖徳川頼
より

宣
のぶ

は，父家
いえ

康
やす

の影響

を受けて学問を好みました。頼宣は，家康の

もとで駿
すん

府
ぷ

城（静岡市）に居住していた頃か

ら，林
はやし

羅
ら

山
ざん

，天
てん

海
かい

，金
こん

地
ち

院
いん

崇
すう

伝
でん

ら当時の有名

な学者から講義を受けていました。そのため，

頼宣は紀州へ入国後に多くの学者を招
まね

き，和

歌山にいた朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

捕
ほ

虜
りょ

李
り

真
しん

栄
えい

を侍
じ

講
こう

として召
め

し出しています。その子の梅
ばい

渓
けい

は，紀州の藩
はん

学に多大な貢
こう

献
けん

をし，頼宣が起
き

草
そう

した儒
じゅ

学
がく

に

よる紀州藩の教育理念ともいうべき「父
ふ

母
ぼ

状
じょう

」

を清書したことでも有名です。

また，近世儒
じゅ

学
がく

の祖
そ

ともされる藤
ふじ

原
わら

惺
せい

窩
か

の弟
で

子
し

の那
な

波
わ

活
かっ

所
しょ

も重
ちょう

用
よう

しています。活所は頼宣に対して遠
えん

慮
りょ

せずに直
ちょく

言
げん

したことによって信頼され，君主の心得を示した「人
じん

君
くん

明
めい

暗
あん

図
ず

説
せつ

」を著
あらわ

して，その中で君主の

あるべき道（明）と犯してはならないこと（暗）をそれぞれ10項目にまとめて教示しました。

頼宣の晩
ばん

年
ねん

の1669（寛文９）年に江戸で召
め

し抱
かか

えられた荒
あら

川
かわ

天
てん

散
さん

は，直接孔
こう

子
し

や孟
もう

子
し

の古典に学ぶこと

を提
てい

唱
しょう

した古義学の伊藤仁
じん

斎
さい

の弟子で，1684（貞享元）年に和歌山に移り住み，頼宣の一代記である「南
なん

竜
りゅう

公
こう

譜
ふ

略
りゃく

」を著したことでも有名です。このほか，活所の子木
もく

庵
あん

，李
り

梅
ばい

渓
けい

の養子一陽など55万5,000石の

大藩にふさわしく多くの著名な儒学者を召し抱えています。

明律と実学の奨励
２代藩主光

みつ

貞
さだ

も父頼宣の影響を受けて学問を好みましたが，中でも明律（中国・明の刑
けい

法
ほう

典）の研究は，

李真栄や明の呉五官（仁顕）を登
とう

用
よう

したことから始まったといわれています。榊
さかき

原
ばら

篁
こう

洲
しゅう

は，光貞の命によ

り1690（元禄３）年に明律の注
ちゅう

釈
しゃく

書『大
だい

明
みん

律
りつ

例
れい

諺
げん

解
かい

』を起稿し，同94年本文30巻目
もく

録
ろく

１巻を著し，高い

評価を得ました。また，篁洲は朱子学，陽
よう

明
めい

学
がく

，古学のそれぞれの学派の長所を採
と

り入れ，穏
おん

当
とう

な学説を

唱えた折
せっ

衷
ちゅう

学の祖
そ

としても有名です。

５代藩主吉
よし

宗
むね

は，後に８代将軍に就任しますが，将軍在職中に実学を奨励してキリスト教以外の洋書の

輸入を解
かい

禁
きん

し，江戸城内の紅
もみじ

葉山
やま

文庫を充実させるなど学問に関心が強かったことが知られています。吉

宗の学問好きは，紀州藩主時代から見られ，父光貞の晩年に召し抱えられた高
たか

瀬
せ

学
がく

山
ざん

や兄綱
つな

教
のり

に仕えた蔭
かげ

山
やま

東
とう

門
もん

らを重用し，祇
ぎ

園
おん

南
なん

海
かい

，上
うえ

野
の

海
かい

門
もん

ら多くの学者を登用しています。

第3章　紀州徳川家の時代

湊講館覚（和歌山県立博物館蔵）
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吉宗は，1713（正徳３）年に講
こう

釈
しゃく

所

（湊
みなと

講堂）という紀州藩ではじめての学

問所を設立しました。それまでの武士

は，学問を学ぶために儒学者の家塾に

通うのが常であったので，藩営の学問

所で学習できるということは，当時と

しては画
かっ

期
き

的
てき

なことでした。しかもそ

こでは藩士だけでなく，一般庶
しょ

民
みん

も向
こう

学
がく

心
しん

のある者には聴
ちょう

講
こう

を許されまし

た。このように開かれた講釈所の主長

（儒学者の長）であった祇園南海と蔭山

東門の講
こう

義
ぎ

には，常に170から180人

の聴
ちょう

衆
しゅう

が集まったといわれています。

６代藩主宗
むね

直
なお

も学問を奨励し，京都から伊
い

藤
とう

蘭
らん

嵎
ぐう

を招いて講堂で指導させましたが，その講義の評
ひょう

判
ばん

は

高かったようです。また，宗直はこれまでの明律の研究を前進させ，高瀬学山に命じて，『大明律例訳
やく

義
ぎ

』

と『大明律例詳
しょう

解
かい

』を完成させました。これにより，この時期の紀州藩の明律研究は，全国的に最高水準

にまで高められました。このほか，宗直は儒学の基本となる書
しょ

籍
せき

である四書五
ご

経
きょう

等を講堂に寄
き

附
ふ

していま

すが，これらの書籍は願い出れば誰にでも貸し出されました。

学習館の設立
９代藩主治貞も学問を好み，和歌山城中に講席を設けて，毎月６回，３の日と７の日に家

か

臣
しん

に対して儒

学教育を行い，江戸屋
や

敷
しき

でも２の日と７の日に講釈させています。また，治貞は天
てん

明
めい

年間（1781 〜 1789）

の凶
きょう

作
さく

・飢
き

饉
きん

の対策について紀州藩領の伊
い

勢
せ

松
まつ

坂
さか

の国学者本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

に意見を求めました。これに答えて宣

長は，1787（天明７）年に『秘
ひ

本
ほん

玉くしげ』を献
けん

上
じょう

して為
い

政
せい

者
しゃ

の取るべき道などを示しました。

10代治
はる

宝
とみ

も養
よう

父
ふ

治貞同様学問に熱心でした。1790（寛政２）年に初めて紀州に入国すると，すぐに藩

の学問所である湊講堂を視察し，改
かい

修
しゅう

・増
ぞう

築
ちく

工事を命じ，翌
よく

年
ねん

新たに聖堂を設けて修築された講堂を「学
がく

習
しゅう

館
かん

」と命名しました。治宝は，1824（文政７）年に隠
いん

居
きょ

しますが，1852（嘉永５）年に82歳で死去す

るまで通算63年間も藩の権力を握
にぎ

り続けま

した。その間，儒学も最
さい

盛
せい

期
き

を迎
むか

え，折衷学

派の山本東
とう

籬
り

，山本楽
らく

所
しょ

，仁
に

井
い

田
だ

南
なん

陽
よう

（好
よし

古
ふる

），

徂
そ

徠
らい

学派の菊
きく

池
ち

衡
こう

岳
がく

，川
かわ

合
い

春
しゅん

川
せん

らが治宝に重

用されました。

このように紀州藩の藩学は，初代頼宣以来，

著名な学者を招
まね

き，明律の研究では全国に名

だたる業
ぎょう

績
せき

を残すなど，歴代の藩主によって

保護，奨励され，藩士や庶民の教育水準を高

めることに貢
こう

献
けん

したといえます。

学習館『紀伊国名所図会』

本居宣長の「秘本玉くしげ」　（和歌山県立博物館蔵）


